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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、高密度リポタンパク質コレステロール（HDL）の細胞膜受容体です。このタンパク質は、HDLとの間のコレステロール輸送を媒介します。さらに、このタンパク質はC型肝炎ウイルス糖タンパク質E2の受容体でもあります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2019年1月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、U937（2）、およびHePG2（3）細胞溶解物に対するSCARB1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	SCARB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した BEL-7402 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SCARB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SCARB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SCARB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。

